
平面図
S=1:500(S=1:1,000)

大倉橋補修工事　N=1式(L=27.1m)
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注記

1) 現況平面は，掛川市道路台帳によるものである。
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側面図 S=1:100(1:200)
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上部工断面図 S=1:30(1:60)
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注記

1) 本図は，橋梁台帳および現況調査結果を基に作成したもの

　 であるため，工事の際は必ず現地計測を実施すること。

2) 現況平面は，掛川市道路台帳によるものである。

路　　線　　名

鋼単純合成H桁橋

W=5.000m（有効幅員4.500m+地覆0.250m×2）

R=∞

(市)大倉ヶ谷・片倉線

L=27.060m

←1.5%→

コンクリート舗装

A1：可動，A2：固定

設計条件表

設　計　速　度

交　通　区　分

計 画 交 通 量

設 計 活 荷 重

形　　　　　式

橋　　　　　長

支 　 間 　 長

幅　　　　　員

平　面　線　形

縦　断　線　形

横　断　線　形

斜　　　　　角

舗　　　　　装

支　　　　　承

支　承　条　件

主　要　材　料

上
　
　
　
　
部
　
　
　
　
工

下
　
部
　
工

躯　体　形　式

基　礎　形　式

使　用　材　料

適　用　基　準　書

桁　　　　　高

90°00′

部 材 区 分 コンクリート 鉄　　筋

躯　　　体

基　　　礎

不明

不明

H=0.900m

鋼製支承

不明

河　　川　　名 二級河川西大谷川

L=27.000m桁　　　　　長

L=26.600m

不明

鋼材：不明，コンクリート

不明

TL-14

不明

不明

不明

不明

不明

不明

※記載内容は，橋梁台帳，実測値及び橋歴版による。

架　橋　年　次 1968年(昭和43年)，供用56年
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河川改修計画
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※河川断面は第9次5ヶ年計画による。

Q=69.0m3/s(1/30)
　n=0.030
　i=1/200

西大谷川3.9～4.4km
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　 図 示
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側面図 S=1:100(1:200)
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平面図 S=1:100(1:200)
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上部工断面図 S=1:30(1:60)
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横桁ﾎﾞﾙﾄ本数(M22)　N=6×4×2+3×4×4=96組

※支承は下沓面積をCAD求積し塗装面積とする。

支承　N=6箇所

ﾎﾞﾙﾄ本数(M22)の算出
　H.T.B(M22,頭側) =96+(80+32+28)×6=936箇所
　H.T.B(M22,ﾅｯﾄ側)=96+(80+32)×6   =768箇所
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素地調整程度・塗料一般名称

素地調整

工　程

下　塗

中　塗

上　塗

1種：循環式ブラスト
(さび，旧塗膜を完全に除去し，鋼材面を露出させる)

有機ジンクリッチペイント

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

使用量
(ｇ／㎡)

標準膜厚
(μｍ)
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塗装塗替え仕様一覧表（Rｃ-Ⅰ塗装系）

※素地調整(1種)は，除せい度Sa2 1/2相当とする

塗替塗装数量表
種　別 単位 数　量細　別 摘　要計　　算　　式

塗替塗装 m
2

240Rc-Ⅰ塗装系 数量計算書参照

1式当たり

ﾎﾞﾙﾄ(添接部WEB)　N=80組/箇所

ﾎﾞﾙﾄ(添接部UFLG)　N=28組/箇所
頭のみ

ﾎﾞﾙﾄ(添接部LFLG)　N=32組/箇所

FL添接板110×1060

WEB添接板790×600
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注記

1) 本図は，復元した橋梁一般図より塗装面積を算出した

　 したものである。

2) 塗装面積は，施工数量に応じて変更すること。
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塗替塗装構造図

　 図 示

塗替塗装構造図
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▽施工時水位

※単管足場の張出長(220mm)は参考値である。
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　 図 示 44

施工要領図

足場数量表
種　別 単位 数　量細　別 摘　要計　　算　　式

足場工 m
2

135.3
吊り足場

27.06×5.00=135.3m
2

ﾀｲﾌﾟA3

1式当たり

注記

1) 本図は，参考図であり仮設工法を指定するものではない。

2) 現況平面は，掛川市道路台帳によるものである。

3) クリーンルームの設置位置及び形状は参考である。

2
m

2m

足場防護工

足場防護工

27.06×5.44=147.21m 147.212ﾀｲﾌﾟ B

ﾀｲﾌﾟ B

※足場工数量は，橋長×全幅員とする。

施工要領図

5.946.6×0.9=5.94m2


